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小㇂二㑻・ᐩἑ⿱Ꮚ・⨾ᖾ大 

せ᪨㸸ࢧࢧの密生ᆅで、コࣛࢼの実生⛶ᶞによる定╔をᅗるたࢧࢧ、ࡵの処理方法の㐪いと⫧のຠ果を㸱ᡂ長

ᮇ間検討した。สりᡶい区では、１ᖺのࡳではࢧࢧの⿕度、高さともに元にᡠる傾向がࡳられ、２ᖺ㐃⥆の処理

がᚲせと考えられた。一方、㝖ⲡᩓ布区では１回で２ᖺ㐃⥆のสりᡶいよりも高さは上回ったが⿕度はᢚえら

れた。୧区における実生のᯤṚ率、ð 高及びᆅ㝿┤ᚄのᡂ長は同⛬度であった。ᨺ⨨区では、ࢧࢧの高さ145.5cm、

⿕度も87.5％と高ࡃ、実生のᯤṚ率は20％を㉸え、ᶞ高ᡂ長では差はࡳられなかったが、┤ᚄᡂ長ではよりも

小さࡃなる傾向がࡳられた。⫧のຠ果は、100㹼200g/੍区がよりもᡂ長ಁ㐍にຠ果ⓗであった。以上のこと

から、実生の定╔にຠ果ⓗであったのは㝖ⲡᩓ布と100㹼200g/੍⫧の⤌ࡳ合ࡏࢃであった。 

⫧、ࢧࢧ、実生⛶ᶞࣛࢼ㸸㝖ⲡ、สりᡶい、コࢻ࣮࣮࣡࢟

Ϩ ࡵࡌࡣに 

石ᕝ┴のዟ能Ⓩᆅᇦは、᫇からしいたけのཎ木

᱂ᇵが┒ࢇで、⌧ᅾ、生しいたけࠕのと１１㸳ࠖ

およびそのඃ⚽ရをࠕのとてࡲりࠖとしてၟᶆⓏ

㘓しࣛࣈンド化にྲྀり⤌ࢇでいる。後、これら

のᏳ定した生⏘量を⥔持ࡍるたࡵには、ཎ木の☜

ಖが重せとなってࡃる。 

石ᕝ┴のせなしいたけཎ木は、㔛ᒣ林のせ

構ᡂᶞ✀であるコࣛࢼである。㔛ᒣコࣛࢼ林のከ

は、1960ᖺ௦以㝆⸄Ⅳの㟂せの減少にకってᨺࡃ

⨨≧ែとなり、大ᚄ木化の傾向にある。⸄Ⅳ林

ᴗ時௦には、20㹼30ᖺ࿘ᮇでఆ᥇され、ⴌⱆ更᪂

によって生がᅗられてきた（ᰗἑ、1981㸹டᒣ、

1996）たࡵ、ఆ᥇後はᡭをධれなࡃてもコࣛࢼ林

が生していたと考えられる。しかし、大ᚄ木で

はఆ᥇後のⴌⱆ力が低下ࡍる（小㇂、2012）たࡵ、

ⴌⱆ更᪂によって┠ᶆとࡍるコࣛࢼ林の生が

ᅔ㞴となっている。そのたࡵ、ఆ᥇後にコࣛࢼ林

᱂᳜ࡸには実生による下✀更᪂ࡵるたࡏ生さ

に㢗らࡊるをᚓない≧ἣとなっている（小㇂、

2014）。 

実生による天然更᪂は✀Ꮚの㇏ปによるᙳ㡪

をཷけることࢧࢧ、ࡸに⿕圧される場合がከいこ

となどから、ࢼࣈではኻᩋがከいのが実ある

（ᮡ田、2001）。一方、コࣛࢼの下✀更᪂の研究

は少なࡃ（㡑・ᶫワ、1992㸹小㇂、2018）、更᪂

ᡂ功ᑟࡃたࡵのᣦ㔪（石ᕝ┴㎰林総合研究セン

ター林ᴗ試験場、2013㸹ᐩᒣ┴㎰林水⏘総合ᢏ⾡

センター森林研究所、2018）も少ないのが⌧≧で

ある。 

実生）とࢧࢧがඃ༨ࡍるコࣛࢼ林のⓙఆ㊧ᆅで、

の処理方法と⫧が更᪂した実生の定╔にࢧࢧ

えたᙳ㡪をㄪᰝしたのでሗ࿌ࡍる。 

ϩ 材ᩱと᪉ἲ 

㸯 ㄪᰝᑐ㇟ᆅ 

 ㄪᰝᆅは、能Ⓩ༙ᓥの୰ኸに位⨨ࡍる㬅⌔㒆✰

水⏫ᾏの石ᕝ┴✰水┴有林のコࣛࢼ林（42 ᖺ

生）ⓙఆ㊧ᆅである（2015 ᖺ 10 ᭶ఆ᥇）。対㇟ᆅ

は、ᶆ高 160m で༡すに✺きฟした小尾᰿の尾᰿上

㒊から୰⭡にかけての傾ᩳ 25°の༡ᮾ向きᩳ面

である。ᅵተは、Ᏻᒣᒾ㉁ⅆ○ᒾ⏤᮶のᙅ乾ᛶ㉥
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20m×20m のᯟを㸱つ設定（ᨺ⨨区、㝖ⲡ区、สり

ᡶい区）。さらに、2m×2m ᯟを 16 ಶ設定（1・5・9・

13：↓⫧、2・6・10・14：50g/੍⫧区、3・7・

11・15：100g/੍⫧区、4・8・12・16：200g/੍

⫧区）設定。 そこで、この研究では、コࣛࢼ実生⛶ （ð以下、

Kodani J, Tomisawa H, Atsumi K (2020) Effect of removal of Sasa bamboo and fertilization on 
settlement of Quercus serrata seedlings 
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Ⰽᅵ（5&）である。ⓙ伐๓は、コナラ㸪ウワࢨ࣑

クラ、࣍オ࢟ࣀなの高木✀、ࣜ ョウࢦࣚࢯ、ࣈ㸪

ࣖマウルシなの小高木✀やప木✀がなᵓ成樹

✀であった。林ᗋはࢳマࢧࢨ࢟（以下、ࢧࢧ）が

ᗈく密生し、ⓙ伐๓に全面ⓗに刈りᡶいを⾜って

いる。調査地タ定のコナラの実生は、伐採の翌

年に発生した㸰年生の๓生⛶樹（2017 年点）で

ある。コナラの伐ᰴ数は 300 本�KD であるが、ⴌ

ⱆ再生ᰴは⣙༙数であった。 

㸰 ヨ㦂᪉法 

 2017 年 7 ᭶に、20㹫�20㹫のプࣟッࢺを㸱つタ

定した。それࡒれのプࣟッࢺෆに㸰㹫�㸰㹫の小

プࣟッࢺを 16 ಶタ定し、小プࣟッࢺෆのࢧࢧの⿕

度と高さ（以下、+）および実生の高さ（以下、+）

と地際直径（以下、'）を測定した（ᅗ㸫㸯）。測

定後㸪㸱つのプࣟッࢺをᨺ⨨区、㝖草区、刈り

ᡶい区とした。刈りᡶい区では、まず大まかに下

刈りᶵで実生高以上の⨨でࢧࢧⴥを刈りᡶい、

ᶵᲔの用がᅔ㞴な場ᡤは定バ࣑ࢧを用いた

（㸵᭶）。刈りᡶいは、2017 年と 201� 年の㸰ᅇ⾜

った。刈りᡶいは、400 ੍ᙜたり㸯ேで⣙㸲間

を要した。㝖草区では、クࣟࣞーࢺ 6 ⢏（࢚

ス・デ࢚・ス バイオࢸック♫）2.5NJ�100 ੍を

2017 年に㸰ᅇ（㸵᭶と 10 ᭶）ᩓᕸした。ᩓᕸは、

シࣕワー㒊をྲྀり㝖いたジョウࣟを用いて、プࣟッ

ෆにᆒ➼にした。㸰ᅇ⾜ったのは、㸯ᅇ目にࢺ

ᩓᕸ後豪㞵の影響で㝖草がὶஸした可能性が高

いとุ᩿されたためである（ࢧࢧのᯤṚを確認で

きたのは 11 ᭶）。㝖草ᩓᕸは、400 ੍ᙜたり㸯

ேで㸯間ᙅを要した。また、⫧効ᯝを検ドす

るため、16 の小プࣟッࢺを㸲つの⫧量ࣞ࣋ル
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ࣰຌ਼ ఈຌ਼ 樹⾼ 地ࡏ直径
ຌ�16ᶹ ຌ�16ᶹ +（Fm） D（mm） ຌ�16ᶹ ˍ ຌ�16ᶹ ˍ + ϸ+ ˍ D ϸD �

ໃࢬ 70 64 30.3 2.7 61 12.9 56 12.5 166.0 44.7 44.8 11.6 2.9 36.8
50J�ᶹ 58 51 35.4 3.1 49 15.5 46 9.8 178.6 46.8 42.3 13.6 3.4 37.3
100J�ᶹ 30 30 38.6 3.3 21 30.0 21 30.0 193.4 49.5 40.9 15.3 3.8 36.2
200J�ᶹ 44 44 33.9 3.3 31 29.5 31 29.5 197.4 52.0 44.5 17.2 4.4 40.4
平均 50.5 47.3 33.8 3.1 40.5 22.0 38.5 20.5 183.9 48.3 43.5 14.4 3.7 37.6
ໃࢬ 66 49 31.0 2.7 62 6.1 45 8.2 160.7 43.0 44.4 14.6 3.9 43.6
50J�ᶹ 59 46 29.3 2.6 56 5.1 46 0.0 168.3 46.3 44.3 13.5 3.6 41.2
100J�ᶹ 25 25 32.5 2.7 23 8.0 23 8.0 198.8 55.0 45.5 20.5 5.9 48.2
200J�ᶹ 37 37 32.5 2.7 30 18.9 30 18.9 182.4 49.5 45.0 14.8 4.0 42.4
平均 46.8 39.3 31.1 2.7 42.8 9.5 36.0 8.8 177.5 48.4 44.7 15.8 4.4 43.3
ໃࢬ 75 44 36.3 2.8 60 20.0 42 4.5 160.9 41.3 39.0 13.5 3.6 40.4
50J�ᶹ 123 57 43.6 3.2 85 30.9 56 1.8 192.9 49.9 40.4 15.5 4.1 41.3
100J�ᶹ 39 39 34.9 2.8 36 7.7 36 7.7 181.4 48.7 42.5 18.0 5.0 44.7
200J�ᶹ 60 51 37.8 3.3 53 11.7 47 7.8 217.1 59.4 46.3 20.3 5.6 46.6
平均 74.3 47.8 38.6 3.1 58.5 17.6 45.3 5.5 188.1 49.8 42.1 16.8 4.6 43.2
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（↓⫧、�0J�੍、100J�੍、200J�੍）で㸲回⧞

り㏉し区に設定した。ᩓ布は、㝖ⲡᩓ布と同ᵝ

の方法で㸶᭶に行った。⫧も 2017 ᖺと 2018 ᖺ

の２回行った。 

㏣㊧ㄪᰝは、2018 ᖺ㸴᭶（⣙１ᖺ後）および

2019 ᖺ 12 ᭶（⣙２ᖺ༙後）にࢧࢧの⿕度と H の

 を行うとともに、2018 ᖺ 7 ᭶（１ᡂ長ᮇ）、

同ᖺ 11 ᭶（２ᡂ長ᮇ）、2020 ᖺ 3 ᭶（㸱ᡂ長ᮇ）

に実生の生Ꮡᩘとᡂ長（H と D）の を行った。

なお、小プロットの実生の H と D の 定本ᩘは最

大 20 とし、それ以下では全ᩘとした。20 本の㑅

ᢥ基準は、⿕圧木以እのものとした。 

 結果の⤫ィゎᯒは、ࢡ࢚セル⤫ィ（665,㸪2010）

で行った。 

Ϫ ⤖ᯝ 

㸯 ࢧࢧの⿕度ࡧࡼ࠾ H のኚ 

 2017ᖺ㸵᭶（処理前）の᳜≀全体の⿕度は8�％

前後で、ྛ処理区間で差はࡳられなかった（ᅗ㸫

２㸹１元㓄⨨分ᩓ分ᯒ p>0.05）。同時ᮇのࢧࢧの

⿕度およびࢧࢧ H は、53㹼69％、70㹼74cm で、ࡸ

られなかっࡳᨺ⨨区で低かったが、有意な差はࡸ

た（ᅗ㸫２㸹１元㓄⨨分ᩓ分ᯒ p>0.05）。しかし

ながら、2018ᖺ㸵᭶（１ᖺ後）には、全体、ࢧࢧ

⿕度、ࢧࢧ H とも処理間で差がࡳられ、㝖ⲡᩓ

布区（36.9％、62.3Fm）が低ࡃなる傾向がࡳられ

た（ᅗ㸫２㸹１元㓄⨨分ᩓ分ᯒ S�0.0�、7XNHy の

ከ重比較、p<0.05）。ࡲた、2019ᖺ㸵᭶（２ᖺ後）

では、全体⿕度の差が↓ࡃなった（ᅗ㸫１㸹１元

㓄⨨分ᩓ分ᯒ p>0.05）ほか、それࡲでと傾向がኚ

度（87.5％）および⿕ࢧࢧり、ᨺ⨨区のࢃ H

（145.5cm）がの２区よりも高ࡃなる傾向がࡳら

れ（ᅗ㸫２㸹１元㓄⨨分ᩓ分ᯒ S�0.0�、7XNHy の

ከ重比較、p<0.05）、H ではสりᡶい区（61.4cm）

は㝖ⲡ区（81.2Fm）よりも低ࡃなる傾向もࡳら

れた（ᅗ㸫２㸹１元㓄⨨分ᩓ分ᯒ S�0.0�、7XNHy

のከ重比較 p<0.05）。ᨺ⨨したࢧࢧは、２ᖺ間で

⿕度が1.6ಸ、H が2.1ಸとなったのに対し、㝖ⲡ

区およびสりᡶい区ではほぼ同ࡌかࡸࡸ低い್

となった。 

 これら一㐃について⫧区間を加して比較し

たとこࢁ、⿕度、H とも2017ᖺには有意な差がࡳ

られなかった（２元㓄⨨分ᩓ分ᯒ p>0.05）が、2019

ᖺには�0J�੍区よりも100J�੍で H が高ࡃなる傾

向がࡳられた（２元㓄⨨分ᩓ分ᯒ S�0.0�、7XNHy
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のከ重比較、p<0.05）。 

㸰 ᐇ⏕のᡂ❧ᮏᩘとᯤṚ⋡

 表㸫１に、2017ᖺ7᭶と2020ᖺ3᭶での実生の概

␎を示2017。ࡍᖺの実生の実㝿の平均ᡂ立本ᩘは、

46.8㹼74.3本/16੍（2.9㹼4.6本/੍）であった

が、2019ᖺには40.5㹼58.5本/16੍（2.6㹼3.7

本/੍）に減少した。ᯤṚ率を比較ࡍると、ᨺ⨨

区が22.0％と最も高ࡃ、ḟいでสりᡶい区の
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17.6％であった。一方、 定木の平均本ᩘは、2017

ᖺに39.3㹼47.8本/16 （੍2.4㹼3.0本/੍）であっ

たものが2019ᖺには36.0㹼45.3本/16੍（2.3㹼

2.8本/੍）であった。ᯤṚ率を比較ࡍると、ᨺ⨨

区が20.�％と最も高ࡃ、の区は10％以下であっ

た。なお、⫧のᙳ㡪によるᯤṚ率の㐪いには一

定の傾向はࡳられなかった。 

㸱 ᐇ⏕のᡂ㛗 

 2017ᖺ㸵᭶時点での実生の平均 H は31.1㹼

38.6Fm、D は2.7㹼3.1mm であったのが、2020ᖺ㸱

᭶にはそれࡒれ177.5㹼188.1cm と14.4㹼16.8mm

にᡂ長した。㸱ᡂ長ᮇ間の平均ᡂ長量および平均

ᡂ長率は、H が48.3㹼49.8Fm で42.1㹼44.7％、D

が3.7㹼4.6mm で37.6㹼43.3％であった（表㸫１）。 

H のᡂ長量は、ࢧࢧ処理区間では有意差がㄆࡵ

られなかったものの⫧処理区間で有意差がㄆࡵ

られ（２元㓄⨨分ᩓ分ᯒ p�0.0�、స用↓し、

p>0.05）、100g/੍以上の区は↓⫧区よりも、

200J�੍区は50g/੍区に比有意に大きかった（ᅗ

㸫㸱㸹Tukey のከ重比較 p<0.05）。ࡲた、ᡂ長率は

られࡵ処理区間および⫧区間で有意差がㄆࢧࢧ

（ᅗ㸫㸲、㸴㸹２元㓄⨨分ᩓ分ᯒ、S�0.0�、たࡔ

し、୧⪅ともస用あり、p<0.05）、สりᡶい区

（42.1％）に対し㝖ⲡ区（44.7％）が有意に大

きࡃなり、⫧区間では�0J/੍区（42.2％）に対

し200J�੍区（4�.4％）で有意に大きࡃなる傾向が

られた（Tukeyࡳ のከ重比較 p<0.05）。 

D のᡂ長量は、ࢧࢧ処理区間および⫧処理区

間で有意差がㄆࡵられ（２元㓄⨨分ᩓ分ᯒp<0.05、

たࡔし、స用あり p<0.05）、สりᡶい区はᨺ

⨨区に比有意に大き100、ࡃg/੍以上の区はそれ

以下の区に比有意に大きかった（ᅗ㸫㸳㸹Tukey

のከ重比較 p<0.05）。ᡂ長率では、ᨺ⨨区（37.6％）

に対し㝖ⲡ区（43.3％）およびสりᡶい区

（43.2％）で有意に大きࡃなり、⫧区間では↓

⫧（40.0％）および�0J/੍区（40.1％）に対し、

100㹼200J�੍区（43.4㹼43.7％）が有意に大きࡃ

なった（Tukey のከ重比較 p<0.05）。 

ϫ ⪃ᐹ

処理の違いにࢧࢧࡿࡼの⿕度ࡧࡼ࠾高ࡉのኚ 

 2017ᖺの試験ᆅ設定時には、ࡍでにࢧࢧが⿕度

�3.4㹼68.8％、高さ69.4㹼74.4Fm とかなりඃ༨度

が高かった（ᅗ㸫２）のは、元ࠎⓙఆ前にࢧࢧが

⦾ⱱしており、全面ⓗにสりᡶいにもかかࢃらࡎ、
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ⓙఆによる光⎔ቃのዲ㌿がࢧࢧのໃいを回さࡏ

たたࡵと考えられる。その後さらにᨺ⨨した場合

には、2019ᖺ（２ᖺ༙後）で⿕度87.5％、高さ

145.5cm とໃいをቑしていた。สりᡶい区では、

１ᖺ後には高さはᨺ⨨区よりも低かったが、⿕度

はᨺ⨨区と同⛬度で、２ᖺ後には⿕度はᨺ⨨区よ

りも低ࡃ、高さは最も低ࡃなった。このことは、
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สりᡶいを２ᖺ㐃⥆で行うことでࢧࢧのᢚไと

なったが、１回のࡳではそれほどᢚไຠ果はാい

ていないことを示唆している（ᅗ㸫２）。それに対

し、㝖ⲡ区では１ᖺ後で⿕度、高さとも最も低

ࡃなり、２ᖺ後では高さはสりᡶい区よりも高ࡃ

なったが⿕度は最も低かった（ᅗ㸫２）。このこと

は、㝖ⲡは１回でࢧࢧをかなりᢚไできたこと

を示している。回は、１回┠にᩓ布┤後に㞵

がありὶኻした可能ᛶが考えられたた２、ࡵ回の

ᩓ布となってしࡲったが、㞄᥋ᆅにおいて、㝆㞵

のᙳ㡪がない条件でᩓ布試験を行ったとこ１、ࢁ

回でࢧࢧの全面ⓗなᯤṚを☜ㄆした（小㇂、未発

表）。しかも、สりᡶいは同ࡌ面✚ෆで㸲時間⛬度

をせしたのに対ࡍ、㝖ⲡは400੍ෆを１時間ᙅで

ᩓ布し⤊えた。以上のことから、ࢧࢧの⦾ⱱᢚไ

としては、㝖ⲡが最もຠ果ⓗと考えられる。 

ᐇ⏕の⏕⫱にᑐすࢧࢧࡿ処理の影響 

 㸱ᡂ長ᮇで、実生のᯤṚ率が最も高かったのは

ᨺ⨨区であった（表㸫１）。実本ᩘおよび 定本ᩘ

ともᨺ⨨区では２のᯤṚ率であった。สりᡶい

区でも実本ᩘでは一㒊２のᯤṚ率となった場所

もあった。しかし、平均ⓗなᶞ高のものを対㇟と

した 定本ᩘでは１以下のᯤṚであったことか

ら、実本ᩘでは、１ᖺ後のࢧࢧの回によりに

小ࢬࢧがᯤṚしたものと考えられる。㝖ⲡ区

では、実本ᩘ、 定木本ᩘともに比てᯤṚ率

が最も低かったことから、㝖ⲡは２ᖺ生実生の

生Ꮡにᝏᙳ㡪をえていないと考えられる。たࡔ

し、㞄᥋ᆅで当ᖺ実生更᪂木の生⫱ࡍる場所で㝖

ⲡᩓ布試験（㸶᭶）を行ったとこ２、ࢁで⸆

ᐖとᛮࢃれるᯤṚが発生した（小㇂、未発表）こ

とは、␃意ࡍるᚲせがある。 

 ᡂ長に対ࡍるྛ処理のᙳ㡪を比較ࡍると、ᶞ高

のᡂ長量では㸱区間で差はࡳられなかったが、ᡂ

長率では㝖ⲡ区がสりᡶい区よりも高ࡃなった

（ᅗ㸫㸱、㸳）。一方、ᆅ㝿┤ᚄではᡂ長量および

率ともにสりᡶい区および㝖ⲡ区がᨺ⨨区より

も高い್を示ࡍ傾向がࡳられ、ࢧࢧᢚไはᶞ高ᡂ

長よりも┤ᚄᡂ長のಁ㐍にຠ果があるようである

（ᅗ㸫㸲、㸴）。ࢧࢧ⦾ⱱはⴥ量を減らし┤ᚄᡂ長

をᢚไし、ᙧ≧比の高いᚐ長Ẽの実生のᙧᡂに

つながっている（小㇂、2014）。これらのことから、

สりᡶいࡲたは㝖ⲡᩓ布は実生のᡂ長ಁ㐍にຠ

果ⓗにാいていると考えられる。 

ᐇ⏕の⏕⫱にᑐすࡿ⫧の影響 

 ⫧のᙳ㡪は、生Ꮡ率にはࡳられなかったもの

と考えられるが、ᶞ高およびᆅ㝿┤ᚄのᡂ長にࡳ

られた（ᅗ㸫㸱㹼㸴）。ᡂ長量ではᶞ高およびᆅ㝿

┤ᚄともに᫂らかに100g/੍以上で大きࡃなる傾

向がࡳられ、ᡂ長率でもᆅ㝿┤ᚄでは100J�੍以上

はそれ以下よりも高い傾向がࡳられる。このこと

から、⫧は一定量以上で実生のᡂ長ಁ㐍にຠ果

をもたらしていると考えられる。たࡔし、ࢧࢧの

ᡂ長に対ࡍる同ᵝなᙳ㡪もⱝᖸࡳられることから、

⫧の場合はࢧࢧに྾されないようにสりᡶい

しいかもしれࡲがᮃࡏࢃ合ࡳ⤌㝖ⲡᩓ布とのࡸ

ない。ࡲた、ᡂ長に対ࡍる⫧のຠ果は、１回┠

（小㇂、2018）と２回┠の傾向が同ࡌであること

から、100㹼200g/੍を１回用で༑分かもしれな

い。 

処理と⫧のᚲせᛶࢧࢧ

以上のことから、สりᡶいࡲたは㝖ⲡᩓ布に

よるࢧࢧのᢚไと100㹼200g/੍の⫧は、実生の

定╔をᅗる上で、生Ꮡ率の向上とᡂ長ಁ㐍にຠ果

ⓗであったことが示された。さらに、ປ力ⓗな面

を考៖ࡍれ２ࡤ回のสりᡶいよりも１回の㝖ⲡ

はよりຠ率ⓗと考えられる。これࡲでの試験でも、

㝖ⲡと⫧の⤌ࡳ合ࡏࢃがコࣛࢼ実生の⛶ᶞの

生Ꮡ率向上とᡂ長ಁ㐍にຠ果ⓗであったことがሗ

࿌されている（㡑・ᶫワ、1992）。 

ᨺ⨨区でのࢧࢧの高さと実生のᶞ高との関係を

69.3cm、実生33.8cmࢧࢧると、2017ᖺにࡳ で実生

がࢧࢧの༙分以下の高さであったのに対し、2019

ᖺは14�.8ࢧࢧFm、実生183.9cm で、実生がࢧࢧの

高さを㉸えていた。ᨺ⨨区でしかも↓⫧区で

あっても実生の平均ᶞ高（166.0cm）はࢧࢧの高さ

（119.7Fm）を㉸えていることから、ከࡃの実生が

このࡲࡲ生Ꮡࡍる可能ᛶが高い。平均ⓗな高さの

実生の本ᩘは、2.4㹼3.0本/੍（24,000㹼30,000

本�hD）で、それが㸱ᡂ長ᮇ間で2.3㹼2.8本/੍

（23,000㹼28,000本/hD）定╔していた。しいた

けཎ木林として、最⤊ⓗに平均⬚高┤ᚄ11cm ⛬

度で2�000本/hD ᡂ立ࡍることが┠ᶆである（石

ᕝ┴㎰林総合研究センター林ᴗ試験場、2013）と

⫧はࡸの処理ࢧࢧ回の試験ᆅでは、ࡤれࡍ

る可能ᛶࡍてもしいたけཎ木林としてᡂ林ࡃ↓

は考えられる。しかしながら、後ᡂ長にకい

同ኈおよびのᶞ✀とのࣛࢼコࡃけでなࡔࢧࢧ

➇தによって本ᩘが減少ࡍることも定してお
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実生ࡃᮇのうちになるึ、ࡵᚲせがあるたࡃ

を高密度に定╔さࡏることは重せと考えられる。 

これらのことから、ࢧࢧの処理ࡸ⫧がᚲせ

と定される場合は、ఆ᥇前にࢧࢧが⦾ⱱして

いた場所で、しかも上木ఆ᥇後実生が30Fm に㐩

。に更᪂本ᩘが少ない場合と考えられるࢁるこࡍ

それがどの⛬度かという基準は㞴しいが、これ

で更᪂の┠Ᏻとして示されているⱑ高ࡲ

30Fm 以上の実生が10,000本/ha 以上（㇂本、

1986）というのは、コࣛࢼでは大体当てはࡲり、

ఆ᥇後２ᖺ間でこれ以下の密度であれࢧࢧࡤᢚ

ไと⫧を補ຓసᴗとして行うのが妥当と考え

られる。 
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┿－㸲 刈りᡶ࠸༊㸦���� 年㸵᭶㸧 

実生の高さは 30～40cm 

┿－㸳 㝖ⲡ༊㸦���� 年 �� ᭶㸧 

㸰ᅇ目（10 ᭶）にᩓᕸ後㸯᭶⤒㐣 

┿－㸴 ࢧࢧ刈りᡶ࠸༊㸦���� 年 �� ᭶㸧 

㸵᭶に㸰ᅇ目の刈りᡶい実生の高さは 60～

�0cm 

┿－㸵 㝖ⲡ༊㸦���� 年 �� ᭶㸧 

ややࢧࢧがᅇ（手๓） 

┿－㸶 ᨺ⨨༊㸦���� 年 �� ᭶㸧 

を⬺した実生ࢧࢧ

┿－㸷 㸰年 �� か᭶⤒㐣ᚋ㸦���� 年㸱᭶㸧

㝖草（ڧでᅖࢇだ㒊分）および刈りᡶい区は

ᨺ⨨区に比ࢧࢧ、がで木本が目立つ 
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